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★ヘイリー・コプリー・カニンガムさん 

（20歳／アメリカ・タフツピースアクション） 

「原爆資料館に行き、川岸で 20分泣いた。世界大会で
マーシャル、グアム、沖縄の話を聞くたびにそれは私
の国がしたこと、涙がでた。私のすべきことはなにか。
私たちの声を聞く人を選挙で選ぶことだと思った。 

それぞれの足元から運動し、自国の政治を変える運動でこそ、国境を超えた真の連帯が生まれる

ここ近年の発展と変化は、反核平和運動と反貧困の運動、核兵器・軍事費より、教育・福祉へ 

 

平和と学費値上げ反対の行動に！ 

トランプの大統領選勝利を受けて、私たち
は彼の政権が掲げるあらゆる不正義に反対
の声をあげようと、行動へ駆り立てていま
す。学生たちは学費値上げ反対の行動に。 


